
生活習彊としての牛乳摂取者のうイフ・スタイルと、保健持

動および嶺環器痕患リスク・ファクターに関する疫学的研究
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言錯

わが国では、高度経済成長時代 (1960 年頃~1975 年頃〉を境として、それ交でのご飯、年長

噌?十、漬物に代表される寓食犠・高炭水化物のf伝統裂j食生活から、伝統的なパターン告と

ある穏度維持しながらも、肉類、卵類、牛乳および乳製品を日常の食事に取り入れたf攻代

型選j食生活へと急速にシフトしていった。国民栄養調査成績の経年捻移で示されている乳

類の摂取量まの変化i之、このような食生活全般の変化を的確にあらわしているものと言言えよう。

また、疾病携送金や、館主籍者の苦手i合、長立湾総コレステロールや血圧鑑の平均値も、戦後 50年

の罪号、絡に言語変緩済成主義善寺代iこ大きく変化した。すなわち、環境要因としての食生活の変

化がも滋浅の儀袋状態iこ大きな影響をと及ぼしたことが縫浪目される。

本研究では、都市および重奏w村在住者を対象として、牛乳および乳製品を摂取している

革まと長まく摂取していない容とについて、ライフ・スタイル、保健行動、循環器疾患ヲスク・ファタ

タ…(JmEE1i夜、必湾総繁{腹、 E庶務度等)安比較することを百的とする。これにより、牛乳および

乳製品の絞殺主人濁民の健康状態に及ぼす影響について、検討するものである。

…昨年度は研究の第…段階として、牛乳および各種乳製品摂取の現状を、性・年齢・j1fl

減!iJIJIこ詳細に記述し、各穏栄事警察への事寄与の状況について報告した。昨年度は、牛乳摂

ライフ・スタイル、保健行動にどのような遠いがあるのかを明ら取習慣のある殺となし

かlとしたodらに本年皮l士、とド乳摂取滋僚の有無だけでなく、 1日あたりの牛乳摂取量と循

重量器疾慾リスクファクタ…どの関述書ど明らかにする。
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はじめにも

， 

厚生省、公衆衛生審議会i士、 1996嘉手〈平成日伴)12月iこf生活習僚にヰ菱自した疾病対策の

正義本的方向について」という意見異.印後行い、?生活資慣病j品、う保健行義主用語が霊登場し

た11G食生活、労働・運動、喫煙、飲繍号事の生活 領(Jifeはyle)の議i 化〈改 、

modifieiition)をはかることによって、成人病のl次予防を推進していこうとする概念である。

脳本中、虚血性心疾患の場合にl士、生活潔慣の改善iとより、これらの危険12';1 (risk 

factors)である高血圧、高脂Jfii疲、犯灘、筋j糖能薬慾毒事に権態、しなし、ょうlこすることであり、

危険因子保有者が脳卒中、虚血{安心疾患に滋獲していくととを遅延dせることである。がん

の場合には、生活習慣の改善寺により、がんそのものの1次予防相まかることである。

さ長?活習慣の改善華については、減塩、脂肪摂取量の制限、禁媛、繁j商品、ったことが多く、

人身iこ紫式をづ齢、でいく事項主主多u、。危険滋子の除去に予!誌の主阪がおかれてきた。しか

し、予防因子役照定し、とれを推奨していくことも幾重要で、との方が人々にも受け入れられ易

いと添われる。

危険鶴子であれ、ぞf>1涜因子であれ、栄養状態については、栄養素志向である。 f?IJえば、

ナトジウム、カリウムと高血圧、飽和脂肪酸と高コレステローノレ血症、 H カロテンと肺がん

等々である。疾病発生機隊合理解するには、栄養素ど慢性疾態との関迷伎が重要では<V)る

が、実際約ではなし、。人間i士、栄ぎ毒素を摂取しているのではなく、食事、食べ物を摂取して

いるからである。

このような背景から、牛乳と風圧との擦漆性を検討し、牛乳をfどれぐらい(日/日)摂取すれ

ば、話乱応値を{可 mmHg減少あるいは増加させるのかな示すことiとした。 6市町村に在住して

いる一般の人々から然作為総出した 40~約織の男女について、血佐渡，IJ定と食3事ム摂取量の

官事イ艇とを行い、機筋研究iとより分析ナることにした。
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ヌヲ記長

〈対象>，

今回、血圧潔V:定と食事摂取雪量の評価とを爽3訟できたのは、茨城県皇室長約<llJ村)、新潟感

新発関市郊外4地区〈農村、米作〉、東京都多摩市〈大都市近郊住宅地)、大阪府潟河内郡

千早赤坂本土(山村)、兵媛県宍粟郡…富町と安箆11IT(幾山村)である。

調査証実施考数;士、 40、5仏総選襲代の男性47詩名、女性704名、合計l.l82私で、地域、役、

年齢)jIJ実1弱者数は表lにf択すとおりである。

く食事摂取量>

24待問思い出し法を採用したへ調査訟の機準化、統…プロトコー/レの作成を行うとともに、

調査者の務Ij練をも行った。比較的よく後激されているぎを芸評(diel，料滋で生材料ではなしすに

ついては、カラー写真撮影をし、これを被読ま豪華まに提示した。ポ…ションサイア((サーピング

サイズ〕は、災物大カラー写E葉、スケール(新線作成)を用いて、被調査ま殺に示した。 1主総

(茶わん、汁物のおわん、スプーン等〉も用意した。牛乳摂取量は、 sg/SHで表現した。

く血圧測定〉

標準化し、測定条件、測定手iI慢を統一した3)。測定者は、ビデオを用いて測定の初級を受

け、測定王手技を習熟した。 房、異せとして 2 回準IJ定した。 2 溜の君主l~官僚間iこ 5mmI-l蒔以上の差が

あるときには 3路おの測定奇襲警務した。複数測定伎の平均儀'Ii:援用した。

く統計学的解析〉

牛乳摂取最i士、絶対値(g/日のみならず、統針学的解析にあたっては、 Wilぬれらの桟笈

法4)Iこ基づいて、総エネルギ…摂取量を調獲した値も緩JIiした。

交絡変数、すなわち、を手議春、地域、あるいは総エネルギー摂取畿の調整には共分散分析

法仏NCOVA)安汚いた。

多変量解析法としては主義問帰分析法を採用した。この援合の尖変数は、食塩主受取致、総

エネノレ年一摂取量、飲議長量〈男性のみ)、喫煙(男性)、 BMl(body m邸 sindexぉ[体験 kgJ/ 

[芸君主語mJ')、 i奪EE薬の服用状況である。

なお、総書十常的解析には、 SASVersion 6，12 (SAS Institute， Cary， North Carolina)初旬u、

た。
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結集

性、年齢、地域別の収縮期血圧の平均値ど綴準偏差は者胞に、拡張朔l除圧の平均値と標

準備差は塁走31ζ示す。収総甥血圧は、男女とも年接待どともに上昇してして。場域別iこ検黙し

てみると、新潟i黙新発沼市が高い。従来、西日本での血圧値が{ほし吃報告されてきている

が、主主主葉県一宮町会主比較的高い僚会示す。拡張鶏血圧は、絡に努性では収縮期血圧のよ

うに年齢とともに必ずしも増加しないようである。地j減目IJでは、兵庫県一宮欝丁、東京都多禁容$

の発殺が比較的高い。

表4t立、性、年鈴、地域別に牛乳摂取量の平均値、機数綴羨を示したものである。恭子の

例外は認められるが、女役が男性よりもはるかに多い。磁Hと示されているように、努殺の

62.7覧会3牛乳告と摂取していない。摂敬している者に絞ると、男女とも 2∞:--~J仰がおの者が還を

も多い。

表出土、牛乳摂取棄とij又縮期血圧緩または拡綴期血圧値との梅鑓係数会示したものである。

年鈴、あるいは年齢と総ニやレギー摂取援とを考慮に入れていることもあっ℃、持関係数の

絶対伎は小さい。しかし、傾向どしては、牛乳摂取量と絞縮努血圧償支たは拡張期血圧穫と

の照に灸相関が認められる。

事?に、男性〈念地域をまとめたもの)の拡張期血院では、統計学的に有B重宝の負相関主主綴察

されている{収縮JlJ] 1盆庄では ~ug哲郎tive ， 0.05くpくむ心。

区12どi渓131士、牛乳後取量のカテゴリ-jjlHとij支絡期血圧ど拡張期1IIl肢の務整平均値を計

繁した結楽である。一般に牛乳摂取務の鼠圧値は非摂取者よりも低し、ょうマある。しかし、い

わゆる用量・反応関係は明織でない。 5母性では 200-:l99g/flの牛乳摂取校が、女性では

600g/日以ょの牛乳摂取者が、それぞれ最も低い収縮努i血圧を示しているの者よ9長期111血圧も

向様の傾向であるが、 5駒栄では 400-ぬ告がiヨの牛乳摂取若手が最も{岳、

ぎを紛念、性J.lIJに、収縮矧血圧または拡綴期血圧を問的変数とし、年齢、牛乳後取量、食;燦

摂取鏡、総エネルギー摂取量、 81叶!、飲i箆〈努伎のみ)、喫媛{男性のみ〉、 F年庄;終日限?をまえ

lifl変数として議回帰分祈念試みたもので、あるG 5母校では牛乳な Ig/~l 紋取すると収t:~1矧 ljU

庄は O.0 l62mmfな{宙滞係数H底下し、女性はむ.0058mmHg 低下することがわかる。拡~J~燃

血圧の低下は5号制:O.0112mmH目、女性 O.∞泌mmH草である。牛乳1ネ:らるいは1パックを

200gと仮定ナると、努性では収縮望書血圧が 3.2mmトi宮、拡引定期j叙圧が 2.2mmlな低下し、女

役マ:Jま収縮鶏&庄が1.2mmH草、拡張矧血圧が0.5mmHg低下することになるu
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考察

民栄達袋線変成綾{平成5年)5jによると、収縮期血圧の平均値i士、男性 40歳代

1:1l.3mmHg、50綴代138.4mmH吾、 60歳代 145.0mmHg、桜;張期血圧の平均iii!f:t82.ヨmml旬、

話5.0mmlな、 84.7mmH草である。女性では収縮期血圧 127.7mmJ旬、 1:i6.3mml旬、

14:l.3mm災話、拡張努IrfnJE78.6mmHg、82.2mmH草、 82ふmmトIgであるJ、ずれの性、年鈴対

2設でみつでも若雪之、き受3の{直の方会~í忌い。一方、忠良栄養調査成綴の牛乳摂取設はl人 1 1:1 

あたり 117.9草どなっている530 地域別では、 128.0g(潟九j'lり ~10詰 .7g(北九州)の総胞となっ

ている。袋4の全域主義を、そして、男女をあわせると i的 .9gとなっている。今沼の対象者;士、

強1)3:'.水準も牛乳綬激震もやや{岳、品、える主もしれなし、

わが関でi士、議血性心疾患よりも脳卒中の方が穣護主導雲も死1ごネもi高いこどは潟紛のことで

ある8九脳卒中の危険因子では高血圧が必須密子であり、街路rfn.指定簿作粥状動脈II駅伝性

因子の関与は相対的に弱い。すなわち、わが国でi士、欧米務i認の場合的土星もなって、 i高i自i

)3:'.対策を最も君主視しなければならない。血圧値を低下させる然活努憐関連潔凶は、少々弱

いものであっても注目してみるだけの価値は高しL

1977 年 11 月に、高血圧の予防、発見、診断および治療に関寸る米I~合問委員会第(-)1m 

線告議:(The Sixth Reporl 01' the Joint Nation政ICommittee un I'revenlion， Detection， 

日valuation且ndTreatment o{" High slood Pr制机Ire.JNC VJ)が公淡dれた則。第51羽織告書支

では、委員会名に Prevention(予防)品、う設楽が入ってし、なかったe すなわち、 JNCVIでは

生活習慣の改善による高rfn.ほのl次予防が強調dれている。最適rfn.)ヱ (optimalblood 

p問 ssure:収縮期血圧 120mHg米滅、かっ、拡後燃血圧 80mmHg米満)品、う概念、が導入さ

れ、生活習慣の改善により、この最適血圧安維持するととが高足並庄のl次予!坊である。

生活習演の改善では、滋様、望事務、減量議そしてま子気性遂事務が幾重喜被されているのはむ、うま

でもなし込ナトジウム以外の食事後姿磁としては、カジウムが取り上げられ、新鮮な果物と野菜

iこより十分摂取するのが童話乏しく、鈴mmol/ぷれづ数緩が三表されている。カルシウムとマグ、ネ

シウムの1I祭庄効果は機立されてし治.1::1お冷噺n、滋状にあるが、告書漆{在eneralhBr必 1)のた

めには所姿量を維持vするととが勧告昔dれている。

現行の1m釘食品成分表によると、義過牛乳 100宮あたりのカジウム含有量は 150m語、カルシ

ウムは 100m宮、 γ グ‘ネシウム 10m宮とえとつ‘ている。低脂肪牛乳には、 100gあたりカジウムが

190m昔、カルシウム l:lOmgが合疲れている(マグネシウムはデータな'..-)0 牛乳はイメージ的に
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カ/レシウム含有量の多いものとされ、牛乳の降庇効果もカルシウムによると考えられや寸い

が、カリウム、マグネシウムとの相加作用も然視できないと湾えられる。

カリウム0)11象圧機序ば、ナトヲウムの主主ゆ排枇促進、レニy←アンギオテンミイシ系および交

議長衿経系の抑制、カリクレイン系ぬ促進、霊祭体機能の改善善、ナトリウム季Ijjj震がJレモンに

去すする捻抗作潟、末締血管紙読減少毒事で幾号持されてし治的o Cappuccioらが19件の文献索、

Wheltonらがお件の文獄をレビューし、プールした絞楽によると、カジウムは収縮織IflL使公約

5mmトIgち i法号長期ぬ圧を約 :lmmH苦低下させるとし、う20221b 

カルシウム摂取撃と血圧f直との僚に宥3撃のま者相関か溜められたとする疫学研究ロー15)と、

関i滋i設がないとする疫学研究16 聞とは相半lましている。ハワイの日系人を対象とした研究

によると、カルシウム、カリウム、蛋白質そして牛乳綴取滋と収縮期血圧または拡張期血圧と

の|間にま設相闘が官官、められた則。しかし、いずれも栄講義潔が降圧効糸を持つのかを統計学的

に|司支援することは不可能であったとしている。このお系人の研究結果と同様に、食事性ltSl予

は相2まに関透しているので、特定の栄養棄が降EE効3整会持っと決めつけることはできないと

する研究務は比較的多い20，問。すなわち、本研究のように食家、食べ物と血圧値との関遠

性愛媛筏ずべきであり、その方が実用性Lこ富む情報を殺事会してくれる。さで、カルシウムを投

与した介入獄発も、幾度効主義を認めるものか鳴、認めないものとが税率ばしている安部。

マグネシウふと淑民総に誇毒する続発は少ない。利狭量喜をま長期間にわたって投与されてお号、

そのためマグネシウム欠乏を来たしている場合に、マグネシウムそ徽総1iiJとして投与する

と降庄作用がおるという期。ゆ等波高血圧患者を対象とした奇襲作為劉りfすけ比較対照試験

が行われた出。偽薬務、カリウム単独投与群、カリウム十マグネシウム投与鮮が配置され、後

二者l立、偽薬鮮とよじべで、有意の降庄効果が認められたが、カリウム単独鮮とマグネシウム

付加群との閲に幾はなく、マグネシウムによってカリウム単独の効糸は機強きれなかったとい

ワ。

表61こも示されているように、近年の岡本人の血圧値には肥満 (BMI)、そして、男役では飲

鴻のj影響が大きく、食織の影鯵は小さくなった。牛乳i士、カリウム、カルシウム、?夕、本シウム

等の栂加作用等により、警護いながらも終庄効果を持つようである。終に労役では、 11ヨ200g

の摂取を推奨していくのが滋受しい。
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lf:とめ

6市町村の 40，50，切歳代男性 478::i，、女性 704::i，、合計 1，182名を対象iこしてi伝注総

支ぞと牛乳摂取蚤評価とを行った。いずれの方法も漆詩主化、統一プロトコーノレの使用、議盗殺

の務11線香と徹底させた。

5前後のq文総期血圧の平均値と標準{肩書きは、 40綴代以0.8士郎.5mmH芭、 50歳代 131.6+

i仏むmmHg、的歳代 l:H‘4::t 19.4mmHgであったoj広綴期血圧は、 7仏6+n.lmml旬、 8:3.自土

11.:3mmHg、79.8こと10.6mmHgで、あった。

女性の収縮期血圧の平均値と標準偏差は、 40歳代 118.7ニt17.4mmHg、50歳代 126;:1士

19.5mmHg、60歳代 1:33司7土20.1mmHgで5あった。 j広減期lIILf目立、 75.:1土10.6mmHg、78.2会

11.0mmHg、79.7+ 11.6mmHgであった。

牛乳摂取畿の平均値は、男性 40歳代 75.6g!日、 50歳代 108.6g!日、制裁代間.!ig!民、

女性では 125.2g!段、 124.6g!呂、 119.7g!沼であった。牛乳愛飲亥ない革まの頻度;土、努性'W

歳代 67.錦、幼主義代!i8.3襲、§告書室代 61.:l器、女性では42.2弘、 4:1.7弘、 43.俄であった。

牛乳撲絵畿とq又綴望書長立j主催または拡張綴血圧畿との繍関係数は、男性では-0.08お

くむ.05くFく0.1)、…0.10告(p<0.05)、女性では-0.0:13(n.s.入-0.025(剖.りで、負絢関の{頃向が認

められたが、寄れ、隣i献金であった。

牛乳摂取量まのカテゴリー別に、収縮期血圧と拡張期瓜l庄の年齢・地域制駿平均値を求め

てみると、男性では 200~599g!rヨの牛乳摂取者が最も低い収縮期 lfll!日肢を、 400~月99g!

日が最も低い拡張期lIILfE伎な示したα女性では、 600g!日以上のや乳際取者が!前lIIL圧値と

も最も低かった。

牛乳 100g!傍受綾取すると、努後では奴縮努血圧がl.1mml泌低下し、 f)1;ij長期滋圧が

0.84mmHg低下するようである。女性では、それ/ぞれ 0.:39mmトIg、0.16mmHg低下するようで

あった。

牛乳の降fE効果は、警が、ながらも認められるので、また、生物学的説得従事3めるようである

ので、高血圧の1次予防に議:与する可能性があると考えられたむ
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表1.翻変人数
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表 2. 収縮期血圧(mmHg):性・年齢・地域別平均値

里美村

新発田

多摩市

40歳代 50歳代 60歳代 全年齢

平均値 S D  平均値 SD。 平均値 SD  平均値 SD  

男 117.6 13.8 134.7 19.2 132.7 18.9 128.2 18.9 

率一...........lJ.~L....1巴三一一...1?~ ，~t一一土日一一1 号:ól.，~.....~.?&......J.?豆.~.....!.~，?
塁土主
男

117.9 14.9 

130.6 19.7 

130.1 18.1 

136.5 13.3 

133.0 20.6 126.9 19.0 

137.7 21.5 135.0 19.0 

孟，. 126.4 21.9 133.7 24:3 138.8 18.7 133.9 21.8 

塁土主
男

128.丘一 20.7

121.7 17.2 

134.7一一五色工
125.7 17.4 

1il.旦4ーーユ旦二7

136.1 16.1 

辺4主一一主主旦
128.7 17.7 

主主 .lJ.?，?...EQ.......lJ.~，1.....土日一一一J.?旦L...J.~，9.一一..J.?Q.. L...J.7，? 
塁±主 116.9 15.8 122.0 16.2 132.6 17.8 124.8 17.9 

千早赤坂村 男 122.8 13.6 130.3 18.0 132.3 17.6 128.3 16.8 

一宮町

安富町

全地域富十

S.D標準偏差

孟， 118.117.6 123.117.7 133.118.5 123.218.8 

星±主
男

119.2 16.7 

122.7 18.0 

125.0 18.0 

136.3 20.8 

132.8 18.0 124.7 18.3 

137.1 26.0 131.0 22.5 

玄一一一一...1?~，?一一一.l~，?........1主日一一.RL!l........1.旦，L...R?，9.一一.J.~LL...? L?
塁±主
男

123.0 18.2 

105.8 7.8 

136.1 21.3 138.4 23.7 

124.9 24.8 129.8 14.7 

131.5 22.0 

118.918.9 

玄一一一F一一一一一一一-一一一F一-一一一一一一一F一...u沼.~，~ι'一一一『一-一一...1E..一一一-一-一-一...1?包:7主ム-一一一-一-一-一iよ旦怨日巴，1..一一一...1.?包.l，7......1.盟里ニ旦 一..J工.?包♀z一一一一一...J.7
里~+孟ζ110.4 10.5 126.5 21.5 126.0 16.6 119.7 17.9 

男 120自 16.5 131.6 19.0 134.4 19.4 128.8 19.2 

主一--------ユJ.~，7. .....1 ?，1..... ..l?臼一...l~，~.. ......1.~ -'1，7. ....!1. 9J .... ...].?日一...].~，~.
男+女 119.517.1 128.319.4 134.019.8 126.919.7 

表 3. 拡張期血圧(mmHg):性・年齢，地域別平均値

40歳代 50歳代 60歳代 金年齢

平地値 S.D 平均値 S.D 平均値 SD  平均値 S.D 

里美村 男 75.7 11.2 83.8 11.1 78.9 9.6 79.4 11.1 

主..............?~ム一一生旦一一....?'?，~......1.9.一旦一一一..1.1:1，1一一工1&.......回7?.旦 ].9，1. 
現+女 75.3 10.1 80.0 11.4 77.6 10.7 77.6 10.9 

新発田 男 84.2 14.6 82.7 6.4 76.6 10.7 80.7 11.7 

玄一一一一 76ι....1呈，9.........?~，~......1.民一一一7旦主一一!.LJ.........7LL...].~，9.
里ヨ+孟， 79.9 14.5 79.9 12.7 77.8 10.9 79.0 12.5 

多摩市 男 82.0 10.7 84.2 12.7 82.9 9.3 83.1 10.9 

主L 13旦 ー旦豆一......?~ð.......~，旦一......7.旦，'?....一生~.........1.I:1.. (L......~，~. 
皇士主 77.4 10.6 79.7 12.1 80.7 9.2 79.5 10.7 

千早赤坂村 男 81.1 8.6 83.0 12.0 79.3 10.9 80.9 10.4 

一宮町

安富町

全地域計

S.D.梅 準 偏差

主L.............?1L....19L.......?~ ，?.....19，9..........~RJ......1JJ.........?LL...J.9，?

星±主
男

76.圭一一ユ旦4
80.3 11.0 

Z主主一一ユ旦之
85.0 9.5 

旦.L旦 11.1

80.9 12.5 

78.5 10.7 

81.8 11.2 

孟， 79.3 12.3 82.6 10.3 83.0 14.1 81.4 12.4 

星±主
男

79.7 11.7 

73.2 9.1 

主一一一一一一ー一一...??旦一一一.~L..一一一白一-

83.6 10.0 82.1 13.3 81.6 11.8 

80.8 15.8 79.3 9.3 77.2 11.3 

里~+孟ζ73.0 9.0 78.5 12.8 76.1 9.8 75.5 10.7 

男 7河9.6 11.1 83.6 什1.3 79自 10.6 80.8 11.1 

孟ζ75.3 10.6 78.2 11.0 7旦7 11.6 77.5 11.2 

男+女 76.9 11.0 80.2 11.4 79.8 11.1 78.9 11.2 
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函1 性・年齢階 級錦、牛乳摂取量の分布
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表 4. 牛乳摂取量(g/日):性・年齢・地域別平均値

里美村

40歳代 50歳代 60歳代 全年齢

平均値 S.D。 平均値 S.D. 平均値 S.D 平均値 S.D， 

男 81.0 160.1 168.2 20【).4 65.7 105.0 105.4 165.1 

t;r; 16自.2 172.0 自3.5 自3.5 123.7 117.7 15自9 161.0 

里喜+t;r; 123.9170.5 175.8190.8 94.2114.3 131.7164.8 

男 54.7 86.1 91.3180.1 68.6 94.2 70.3119.6 

t;r; 110.2 120.2 65.6'106，3 101.4 133.9 92.1 121.8 

新発田

多摩市

塁土五

男

自3.9 107自

90.6 128.2 

75.3 137.5 

101.6 118.8 

自7.3 11自B

108.4 129.0 

82.7 121.0 

101.4 123.8 

t;r; 110.6140.7 128.3102.1 135.4 121.1 126.511自.9

塁+女

千早赤坂村 男

100.8 133.5 

56.7 131.0 

115.4 110.4 

110.4 134.2 

122.1 124.8 
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114.3121.6 

88.6 151.8 

t;r; 139.8161.4 122.7133.2 132.9160.7 132.9152.6 
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安富町

t;r; 93.7127.6 108.0161.4 99.6143.1 9旦 11___J1~，9.

現+女 99.4 148.5 96.7 156.3 自2.3 131.5 93.4 145.3 

男 52.4 112.2 33.5 72.3 129.3 205.2 75.4 148.8 

t;r; 自白 2 118.0 143.1 159.9 103.9 10自4 111.2 132.7 

男+女 73.7 115.7 107.7 146.0 117.5 165.0 96.3 140.1 

男 75.6 140.5 10自β 155.6 自白 5 140.9 自9.9 145.5 
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牛乳摂取量置と以繍期血圧
{年齢=地域で繍援したlJl線量賓と標準鋲豊島〉
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叩表6. 牛乳摂取量と血圧:重回帰分析
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